
 

【
ナ
タ
の
使
用
に
は
、
当
施
設
の
職
員
に
よ
る
事
前
指
導
が
必
須
で
す
。
】

 

ナ
タ
の
使
い
方

 
〇

3
本
程
度
、
節
の
な
い
薪
を
選
ぶ

 

〇
ナ
タ
を
持
つ
手
は
素
手
、
反
対
の
手
は
軍
手
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※
ナ
タ
は
正
し
い
使
い
方
を
し
な
い
と
大
ケ
ガ
に
つ
な
が
り
ま
す
。
安
全
に
留
意
し
て
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

 

台
の
上
に
寝
か
せ
た
薪
の
先
の
真
ん
中
に
ナ
タ
を
や

さ
し
く
添
え
薪
割
り
台
の
奥
の
ふ
ち
の
部
分
で
ナ
タ

と
薪
を
一
緒
に
叩
き
ま
す
。（
ナ
タ
だ
け
を
振
り
下
ろ

さ
な
い
）

 

薪
を
持
つ
手
は
必
ず
薪
の
下
の
方
を
持
つ
よ
う
に
し

ま
す
。
力
を
入
れ
て
叩
く
と
ナ
タ
が
薪
か
ら
ず
れ
て

し
ま
い
ま
す
。

1
回
で
薪
に
食
い
込
ま
せ
よ
う
と
は

せ
ず
小
さ
な
力
で
何
度
も
叩
く
よ
う
に
し
ま
す
。

 

ナ
タ
が
薪
に
食
い
込
ん
で
、
手
を
離
し
て
も
薪
が
落

ち
な
い
状
態
に
な
っ
た
ら
、
ナ
タ
と
薪
が
垂
直
に
な

る
よ
う
に
し
ま
す
。
ナ
タ
を
両
手
で
持
ち
、
ま
き
割

り
台
に
叩
き
つ
け
る
よ
う
に
し
ま
す
。

 

乾
い
た
小
枝
や
葉
っ
ぱ
を
拾

っ
て
集
め
れ
ば
焚
き
付
け
用

に
最
適
で
す
。
そ
の
場
合

は
、
ナ
タ
を
使
用
す
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。
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薪
の
組
み
方

 
         

 

ま
 き

 

出
典
：
公
益
社
団
法
人
日
本
キ
ャ
ン
プ
協
会
発
行
「

C
A

M
P
シ
ー
ト

N
o

.4
火
お
こ
し
」
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ご
飯
の
炊
き
方

 
〇
火
を
扱
う
時
は
、
必
ず
軍
手
と
火
ば
さ
み
を
使
用
す
る
。

 
  

 
 

 
S

T
E

P
①

 
 

 
 

 
 

 
 

  
S

T
E

P
②

 
 

 
 

 
 

 
 

 
S

T
E

P
③

 

               

水
の
量
の
目
安

 

方
法
１

 
お
米
の
表
面
に
中
指
を
ま
っ
す
ぐ
立
て

 

て
、
第
一
関
節
と
第
二
関
節
の
間

 

方
法
２

 
お
米
の
上
に
手
の
ひ
ら
を
お
い
て
手
首
の

 

く
る
ぶ
し
あ
た
り

 

火
に
か
け
る
前
に
、
鍋
の
外
側
（
火
の
あ
た
る
部

分
）
に
液
体
ク
レ
ン
ザ
ー
を
塗
っ
て
お
く
（
コ
ー
テ

ィ
ン
グ
）
と
、
片
付
け
の
際
、「
す
す
」
が
落
ち
や
す

い
で
す
。
火
加
減
は
、
鍋
底
に
ま
ん
べ
ん
な
く
火
が

当
た
る
程
度
（
羽
よ
り
上
に
火
を
上
げ
な
い
）。

 

 

約
2

0
分
程
度
で
炊
き
上
が
る
の
で
、

1
5
分
く

ら
い
し
た
ら
、
一
度
フ
タ
を
開
け
る
。
表
面
に
水
が

見
え
る
よ
う
な
ら
、
無
く
な
る
ま
で
炊
く
。
水
が
無

く
な
り
ふ
っ
く
ら
し
た
ご
飯
が
見
え
る
よ
う
な
ら
、

す
ぐ
に
火
か
ら
下
ろ
し
、
フ
タ
を
し
た
ま
ま
蒸
ら
す
。 
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第
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炊
事
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あ
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野外炊事用具セットの内容 

 

 

 

 

 

 

 

用具写真 用 具 名 数 量 用具写真 用 具 名 数 量 

 

ご飯釜 １つ 

 

ピーラー 

（皮むき器） 
１つ 

 

ご飯釜のふた １つ 
 

しゃもじ １つ 

 

鍋 １つ 

 

おたま １つ 

 

鍋のふた １つ 

 

スポンジ ２つ 

 

ボウル １つ 

 
ナイロン 

たわし 
２つ 

 

ザル １つ 

 

亀の子たわし １つ 

 

包丁 
大１本 

小１本 

 鍋つかみ用 

皮手袋 
１ｾｯﾄ 

 

まな板 ２枚 

アルコールスプレーは片付けの時

に取りに来てください。 

・次の人が気持ちよく使用できるようにきれいに洗い，数量の確認をしましょう。 

・スポンジやナイロンたわしが使えそうになかったら職員に言ってください。取り替えます。 

・道具を返すときは，包丁とまな板を別のトレーに入れてください。 

・用具箱は，たなの最初に置いていた位置に戻してください。 

・貸出用具を破損・紛失した場合は、必ず事務室にご連絡ください。 
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片付けチェックシート 

〇食器・調理道具について 

①食器や調理道具はきれいに衛生的に洗いましたか？  

②食器や調理道具はふきんで水気をとりましたか？  

③ご飯釜や鍋等に、こげやすすは付いてませんか？  

④アルコールで用具を拭きましたか？  

④裏のとおり野外炊事用具の数量を確認しましたか？  

〇野外炊事場について 

①かまどに灰や燃えカスが残っていませんか？  

②使用した場所（かまどや床）は、ほうきできちんと掃きましたか？  

③排水溝や三角コーナーにゴミは残っていませんか？  

④灰捨て場に水をかけ、手をかざして熱がないか確認しましたか？  

〇トイレ・洗面所について 

①トイレ（便器や床）は掃除しましたか？  

②洗面所（流しや床）は掃除しましたか？  

〇団体引率者の確認サイン欄（団体名等） 

 

このスペースに養生テープを張りその上に記入する。 
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「野外炊事研修」プログラムの流れ

食材をレストラン
に受け取りに行く。
（活動開始の３０分前）

薪を海洋研修館前
に取りに行く。

（薪を注文している場合）

研修生を野外炊
事場に集合させる。

職員による野外炊事セット等の貸出

※ナタを使用して薪割りを行う場合は、
職員による使い方の指導が必須

事前
準備

食材，薪を野外炊事場に
運ぶ。（ピロティ横の通路
にあるリヤカーが使用可）

活動
開始 引率者より事務室へ研修開始の連絡

（活動開始時刻になってから）

引率者，職員が野外炊事場に移動

引率者による野外炊事の指導
（火おこし，調理，食事，片付け）
※職員による指導はありません。

調理
等
実施

引率者による片付けの厳重なチェック
（「片付けチェックシート」を参照）

野外
炊事
点検

引率者より事務室の職員へ，点検開始の報告。

職員による野外炊事の点検
・引率者が点検を受ける。（１名以上）
・片付け等やり直しがある際には，
引率者が行う。

借用物品，ごみ等の片付け
・クーラーボックス，洗剤等
→レストラン
・ごみ
→海洋研修館近くのゴミ捨て場
・リヤカー
→ピロティ横の通路

参考資料⑦


